
 

  

 

外務省地方連携推進室 

詳細 

８ 
月２８日から３０日まで，パシフィコ横浜にて，第７回ア
フリカ開発会議（TICAD７）が開催されました。期間
中，横浜市は「国際技術協力の拡大」，「ビジネス支
援の強化，女性の活躍推進」，「次世代育成・市民交

流の充実」の３つの方向性にそって，ブース出展やシンポジウム
の開催などを実施し，横浜市の様々な取組を紹介しました。ま
た，市民のみなさんも，子どもから大人までボランティア活動を
通じて会議に関わり，参加者との交流が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

詳細 

豊 
岡 市
で は、
1965
年 か

らコウノトリの人工
飼 育 に 取 り 組 み、
2005年9月、世 界
で初めて、飼育下コ
ウノトリの放鳥に成
功しました。 
8月、こうしたコウノ
トリ野生復帰の取
組みを世界に向
けて発信するとと
もに、この取組みへの共感を広げることを
目 的 と し て、イ ギ リ ス で 開 催 さ れ た
「Birdfair2019」に出展しました。豊岡市

のブースには多く
の方が来られ、コウ
ノトリ野生復帰の取
組みや豊岡の観光
についての話を聞
かれたり、アメリカ
のメディアから取材
を受けるなどしまし
た。 

詳細 

  ～日本各地で国際的活動を行う皆様を支援するメールマガジン～ 第128号 令和元年10月1日 

※記事は をクリックするとご覧いただけます。 
 
※次回配信は11月１日の予定です。グローカル通信
に是非ご登録下さい。登録はこちらをクリック！ 
ご意見やご質問は，gaimu-renkei@mofa.go.jp 
までお願いいたします。 

詳細 

★ 地方連携推進室から 
・ 外交実務研修員からの寄稿（山名外交実務研修員） 
・ 外交実務研修員からの寄稿（菅原外交実務研修員） 
･ 外交専門誌『外交』Vol.５７の発売 

       ACCP第２回全体会合 小学生による会議参加者出迎え 

静 
岡県全域の観光
振興に取り組む
「静岡ツーリズム
ビューロー」に勤

務するトニー・エバリットさん
に，「外国人の目から見た地方
活性化」について寄稿いただ
きました。エバリットさんは，ア
ジア太平洋地域のインバウンド
観光の発展に30年間携わった後，静岡県への定住を決めまし
た。静岡県には，他のアジア太平洋地域にはない豊かな魅力
があると感じたと仰っています。静岡に魅了されたエバリットさ
んは現在，増加するインバウンド訪問者をどのように迎えるべき
か，静岡県の人々に伝えることに注力しています。 

            トニー・エバリット氏 

世界最大野鳥観察会｢バードフェア2019｣に出展  
  ～コウノトリ野生復帰の取組みを世界に発信～（豊岡市）  

      TICAD７横浜開催を終えて（横浜市）  

 
 
 

    外国人から見た地方活性化 Vol.2 トニー・エバリット 氏 

     ～「静岡県におけるインバウンド観光の発展」 ～  
✈ 

    グローカル通信10月号 外務省地方連携推進室 
運営ホームページはこちら 

   会場の様子（豊岡のブース） 

      パトリシア・ズリータ会長と  

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page25_001967.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page25_001972.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/page22_003303.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
mailto:gaimu-renkei@mofa.go.jp
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/index.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/lpc/page25_001870.html


 

 

 

 

 

 

 

 

徳 
島県の「阿波おどり」に今年、同県のホストタウンである
カンボジアから水泳選手団が参加しました。徳島県によ
るカンボジアのホストタウン登録は２０１７年１２月です
が，その交流は２０１３年に，「カンボジア-日本友好学

園」の学校運営費の収入確保を目指し，カンボジアと日本の高校生
が協力した活動から始まりました。 
 この草の根交流で大きな役割を果たした徳島商業高校の生徒さん
たちは，県のホストタウン特使に任命されています。今回は徳島とカン
ボジアのこれまでの交流やホストタウンの取組について御紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

外 
務省で勤務している地方自治
体職員である外交実務研修員
向けの研修が9月18日に渋谷
ヒカリエで行われました。47都

道府県の魅力を「デザイン」「旅」「食」といっ
た視点から紹介する活動を行っているD& 
DEPARTMENTを訪れ，「ロングライフデザイ
ンの視点で地域らしさについて考える」という
テーマで，その土地に長く根付く製品などを
通じた地方活性化のための取組について話
を伺いました。 
 この日は香川県の特集で展示会が行われ
ており，参加した外交実務研修員は香川の食
も堪能しました。 

 
詳細 

2 
020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会開催まで
1年を切り，日本全国でホストタウンの数も益々増えていま
す。今回は横浜でのTICAD7に合わせて同会場で開催さ
れたホストタウンサイドイベントをご紹介します。アフリカ諸

国とホストタウン関係にある自治体の首長や子どもたちがシンポジウ
ムやイベントに参加し，アフリカ諸国の方々とともに大いに盛り上がりま
した。 どのようなきっかけで遥か遠くのアフリカの国々とホストタウンに
なれたのか。続きは本稿で。 

 

詳細 

 

香川に関する展示 

外交実務研修員研修    徳島県とカンボジアとのホストタウンを通じた絆 

富 
山県のアンテナショップ「日本橋とやま館」は，
2016年6月にオープン。「上質な暮らしを，
富山から。」をテーマに，富山で育まれて
きた食・文化・伝統・技・デザインを幅

広いジャンルで東京日本橋から発信し続けて
います。伝統工芸制作体験やます寿し食べ
比べワークショップなど特色ある体験イ
ベントも様々に展開され，また館内和食
レストランでは秋冬へと季節の移ろいとと
もに富山ブランドのベニズワイガニをご賞味
いただけるようになるなど，今後の展開から目が
離せません。それではさっそく県産材のタテヤマスギ
の温もりを感じられる館内をのぞいてみましょう。 

 

 

 

 

 

 

富
山 
 

アンテナショップ紹介 
     Vol.2 

                            ホストタウンで繋がる日本とアフリカ  

             ―第７回アフリカ開発会議（TICAD7）サイドイベントを通じて―  

ブリーフの様子 

阿波おどりに参加したカンボジア選手団 徳島商業高校生徒とカンボジア生徒の交流 

ホストタウンで繋がる日本とアフリカ 子どもたちとアフリカ－ホストタウンを通じた交流－ 

日本橋とやま館 内観  

 館内和食レストラン「富山はま作」 

「日本橋とやま館」 
   （富山県）  

詳細 

https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page25_001968.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/ms/da/page22_003319.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/local/page23_003101.html

